
1986年出上の木簡

大
阪
・
大
坂
城
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
大
阪
市
東
区
道
修
町

一
丁
目

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
六
年
（昭
６‐
）
八
月
ぞ

一
〇
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
働
大
阪
市
文
化
財
楊
会

４
　
調
査
担
当
者
　
中
尾
芳
治

。
森
　
毅

５
　
迫退
跡
の
種
類
　
近
世
城
郭
及
び
城
下
町
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
桃
山
時
代
ぞ
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
地
は
、
豊
臣
時
代
大
坂
城
の
惣
構
の
西
限
と
さ
れ
る
東
横
堀
川
の
西
方

三
越
百
貨
店
駐
車
場
ビ
ル
の
南
に
当
る
。　
こ
の
地
域
は
古
代
の
阿

（安
）
曇
寺

跡
の
比
定
地
の
一
つ
で
あ
り
、

今
回
の
調
査
は
こ
れ
に
関
連
し

て
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

調
査
は
、
現
地
表
下
約
二

・

五
ｍ
に
あ
る
、
大
坂
の
陣
盆

六

一
四

・
一
五
年
）
に
か
か
わ
る
と

推
定
さ
れ
る
焼
土
層
よ
り
開
始

し
、
地
表
下
四
ｍ
ま
で
実
施
し

た
結
果
、
室
町
時
代
金

四
世
紀
）

か
ら
江
戸
時
代
初
期

（
一
七
世
紀
初
頭
）
に
至
る
大
別
し
て
五
時
期
の
生
活
面
が

確
認
さ
れ
、
多
数
の
遺
構

・
遺
物
が
出
土
し
た
。
と
り
わ
け
豊
臣
氏
大
坂
城
の

時
期
に
当
る
三
枚
の
生
活
面

全
一
二
〒
四
面
）
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
の
あ
る
遺

物
が
出
上
し
た
。

〈第
二
面
〉
　

焼
土
層
の
下
か
ら
礎
石
建
物
や

「参
石
入
　
捻
土
名
弐
石
入

と
呈

「
捻
土
也
」
な
ど
と
ヘ
ラ
描
き
さ
れ
た
備
前
焼
の
大
甕
を
六
個
ず
つ
一
一
列
、

計
十
二
個
並
べ
た
遺
構
が
検
出
さ
れ
た
ゃ

〈第
三
面
〉
　

多
数
の
ゴ
ミ
穴
と
考
え
ら
れ
る
土
羨
が
検
出
さ
れ
た
。
土
羨
内

に
は
木
製
品
や
陶
磁
器
が
多
量
に
投
棄
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
か
ら
三

一
四
点

に
お
よ
が
木
簡
が
出
上
し
た
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
全
て
が
海
魚
の
荷
札
木
簡
と
思

わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
木
簡
と
と
も
に
魚
骨
、
魚
鱗
が
出
上
し
て
い
る
。

〈第
四
面
〉
　

掘
立
柱
と
と
も
に
、
鋳
型

（砂
型
）
や
対
鍋
、　
鉱
滓
、
輪
の
羽

口
な
ど
鋳
造
に
関
係
す
る
遺
物
が
出
上
し
た
。
地
金
を
溶
か
す
炉
跡
も
検
出
さ

れ
て
お
り
、
こ
の
地
に
鋳
造
工
房
が
存
在
し
た
と
思
わ
れ
る
。
鋳
型
に
は
黎
先

の
鋳
型
の
ほ
か
に
、
直
径

一
〇
帥
の
筒
形
品
に
隆
帯
を
施
し
た
仏
具
関
係
の
鋳

型
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
第
四
面
の
下
層
か
ら
は
、　
一
四
世

紀
ご
ろ
の
掘
立
柱
建
物
跡
や
溝
が
検
出
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
の
下
層
か
ら
は
古
墳

時
代
を
平
安
時
代
の
遺
物
包
含
層
が
検
出
さ
れ
て
い
る
が
、　
阿

（安
）
曇
寺
跡

の
存
在
を
示
す
遺
構
、
遺
物
は
発
見
で
き
な
か
っ
た
。

今
回
の
調
査
に
よ
っ
て
、
豊
臣
氏
大
坂
城
の
城
下
町
の
様
相
と
そ
の
形
成
過

程
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

(大阪東北部)



８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

０
　
名
＜
田
大
い
わ
し
八
百
入
」

名
く
田
　
助
九
郎
　
　
　
」

０
　
。
「＜
圃
あ
ち
五
十
入
　
」

名
＜
二
江
藤
与
左
衛
門
」

０

・
名
＜
に
百
十
さ
し
大
む
ろ
入
」

名
く
に
四
口
回
右
衛
門
　
　
」

⑭
　
。「＜
株
胡酎
一日
〔酢記
入

名
＜
且
日
□
門
尉

ω
　
。
「＜

一
百
さ
し
入
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．
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又
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十
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名
＜
卜
三
衛
門
　
　
　
　
　
」

ｏ
預
・
穿
秘
大
た
ひ
十
八
入
　
　
　
」

装

電
）
惣
左
衛
門
殿
錦

略

Ｍ

」〕

名
＜
図
大
摩
し
三
百
入
甚
内

」

〔和
ヵ
〕

名
＜
日
ロ
ユ
乾
衛
門
盤
知
襴
」

名
＜
久
一六
百
さ
し
入
小
た
こ
ｘ

名
＜
基
ひ
ろ
せ
与
三
衛
ｘ

名
＜
よ
り
さ
は
百
入
」

名
＜
　
　
新
十
郎
　
」

（屋
号
）

名
＜
□
い
そ
い
を
五
十

名
＜
□

　

　

日
国
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＜
畳
日
日
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五
十
れ
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」
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表1木 簡 型 式 一 覧
型 式 態形 点数 %1備  考
011

016

019

022

032

033a

033b

033C

033d

039

051a

051b

051C

059

081

A

B

短冊型

短冊型で両端を主頭にしたもの

一端が方頭で他端は折損・腐蝕で原形が失われたもの

小型矩形の材の一端を圭頭にしたもの

長方形の材の一端の左右に切り込みを入れたもの

長方形の材の一端の左右に切り込みを入れ,他端を尖らせたもの

豪を形宅で忽

~端の左右に切り込みを入れ,他端をやや尖らせ気

長方形の材の一端を尖らせ,その左右に切 り込みを入れたもの

ξをY2哲
=正
変暑ιi夫倉
に切り込みを入れ,他端を尖らせた

長憲髯au宅示騎8紡に切り込みがあるが,他触ま折損,ある
長方形の材の一端を尖らせたもの
見憲Mの材
の一端をやや尖らせ気味にしたもの,あるいは冬損し

愚賓簗窟ι宅て嫁
を尖らせ,他端を尖ηすか,あるいはやや尖ら

岳奏遜?ぞ梁冨頻ぞ参ら
せたものであるが,他端は折損,あるい

折損,腐蝕,その他によって原型が判明しないもの
旱票慈寡梵2万警ζ参ら

せて,その頂部に切り込みを入れ,その
以上のいずれにも属さぬもの

・０

３

２４

２

２０

路

２３

3

3

62

17

7

4

28

43

7

5

32
1.0

7.6

0.6

6.4

169
7.3

1.0

1.0

19,7

5,4

2.2

1.3

8.9

13,7

2.2

16

16■煮

52.3ラ歩

!00.0 1

総
毅
三

一
四
点
の
木
簡
の
形
態
は
表
１
の
よ
う
に
変
化
に
富
む
が
、
長
方
形

の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
入
れ
、
他
端
を
尖
ら
せ
た
も
の
、
あ
る
い

は
尖
ら
せ
気
味
に
し
た
型
式
に
類
す
る
も
の
が
半
数
以
上
を
占
め
る
。

代
表
的
な
例
で
は
、
切
り
込
み
を
入
れ
た
頭
部
に

「
屋
号
」
様
の
印
が
あ
り

そ
の
下
に
魚
名
と
数
量
を
、
裏
面
に
送
り
先
と
送
り
主
の
人
名
が
記
さ
れ
る
。

魚
名
は
表
２
の
よ
う
に
、
判
明
し
た
ほ
と
ん
ど
全
て
が
海
魚
で
あ
る
が
、
例

外
と
し
て

「
こ
ひ
」
の
ほ
か
に

「
も
ち
米
」
各
ｌ
点
が
あ
る
。

数
量
の
利
載
に
は
「大
た
ひ
十
八
入
」
「鯖
四
拾
さ
し
入
」
「大
ひ
ら
め
五
十

れ
ん
」
「大
ふ
し
一
束
」
「獣
場
し
一
東
二
連
」
「
ふ
里
一
ツ
」
「
め
ち
か
四
十
ま

い
」
な
ど
、
さ
し
、
れ
ん
（連
）、
束
、
ま
い
、
本
な
ど
の
単
位
が
使
用
さ
れ
て

い
る
。

人
名

の
記
載

に
は
、
①

「
惣
左
衛
門
殿
七
（酢
即
眺
｝

⑨

イ即
燿
左

衛
門

殿
」
「甚
内
」
、
⑬

「
新
右
衛
門
尉
　
清
水
勘
助
」
の
よ
う
に
二
名
の
人
名
が
記

表 2 魚名一覧

31 あ  ち (し )

凱

・６

‐４

７

７

６

４

３

３

２

２

２

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

２７．４‐４．２限的６．０５．３３．５２．７２．７・・８‐・８ユ・８０・９岬０・９０・９０，９０・９０。９０・９０・９０。９０・９０・９０・９０・９０，９０・９

51た  ひ (い )

【1恋
し
忽

■ |い わ し

I:1欣 蜜字
161こ な め
171阿 わ ひ

銑IF総
｀
宮

努1 撼ィご(鷺名ヵ)

注
fζ写きを争響暮ユf累!返争倉



1986年出上の木簡

さ
れ
、
海
魚
の
送
り
主
と
送
り
先
を
示
す
と
み
ら
れ
る
も
の
、
⑪

「助
九
郎
」
、

①

「新
十
郎
」
の
よ
う
に
送
り
主
の
人
名
と
思
わ
れ
る
も
の
、
ω
「
口
口
門
尉
」

の
よ
う
に
送
り
先
を
示
す
と
思
わ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
人
名
が

一
名
の
み
で
敬

称
を
付
さ
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
送
り
主
か
送
り
先
か
引
瞭
で
な
い
も
の
が

あ
る
。
例
え
ば

「惣
左
衛
門
」
名
が
四
点
あ
る
が
、
こ
れ
が
⑤
の

「惣
左
衛
門

殿
」
と
同

一
人
物
で
あ
る
と
す
る
と
、
敬
称
は
付
さ
れ
て
い
な
い
が
送
り
先
を

示
す
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
い
ま
、
殿
、
様
、
尉
な
ど
の
敬
称
を
付
す
も
の
を

送
り
先
、
付
さ
な
い
も
の
を
送
り
主
と
仮
定
す
る
と
、
前
者
に
は

一
〇
宅
以
上
、

後
者
に
は
四
六
名
以
上
の
人
名
が
判
別
で
き
る
。　
ま
た
、　
重
出
す
る
人
名
に

「助
九
郎
」
（七
点
）、
「惣
左
衛
門
」
（五
点
）、
「
う
め
ち
よ
」
全
一点
）、

「新
三

郎
」
全
一点
）
な
ど
が
あ
り
、

「
ひ
ろ
せ
」
姓
を
冠
す
る
人
名
が
五
点
認
め
ら
れ

る
。
な
お
、
０
０
は
全
く
同

一
型
式

。
内
容
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
荷
札
木
簡
の
内
容
や
出
土
状
況
か
ら
み
て
、
豊
臣
時
代
に
調

査
地
付
近
に
魚
市
場
が
存
在
し
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

一
方
、
大
阪
水
産
物
流
通
史
研
究
会
編
著
の

『資
料
大
阪
水
産
物
流
通
史
』

全
二
書
房
、
昭
和
４６
年
）
な
ど
に
よ
る
と
、
天
正

一
一
年

（
一
五
八
一影

九
月
に
始

ま
る
豊
臣
秀
吉
の
大
坂
城
築
城
と
城
下
町
の
建
設
に
伴
い
、
そ
れ
ま
で
天
満
鳴

尾
町
に
あ

っ
た
海
魚
商
人
が
、
新
開
地
の
船
場
靭
町

・
天
満
町
に
移
転
し
た
。

元
和
四
年

（
〓
全

八
）、
生
魚
を
扱
う
商
人
は
上
魚
屋
町

（凱
安
土
町
一
丁
日
、

備
後
町
一
丁
目
）
に
移
り
、
塩
千
魚
商
だ
け
が
残

っ
た
が
、
こ
れ
も
交
通
の
便
が

悪
い
と
い
う
こ
と
で
元
和
八
年
に
津
村
改
島
に
新
靭
町
、
新
天
満
町
を
拓
い
て

移
転
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
旧
住
町
は
本
靭
町
、
本
天
満
町
≧
改
め
ら
れ
、
明
治

五
年
に
現
伏
見

一
丁
目
に
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

木
簡
の
出
土
し
た
道
修
町

一
丁
目
は
、
豊
臣
時
代
に
海
魚
市
場
が
あ

っ
た
と

さ
れ
る
靭
町
（
の
ち
本
靱
町
、
現
伏
見
町
一
丁
目
）
の
す
ぐ
南
に
接
し
て
お
り
、
文

献
史
料
と
考
古
学
的
調
査
に
よ
っ
て
海
魚
市
場
の
存
在
が
実
証
さ
れ
た
と
言
え

よ
う
。

な
お
、
木
簡
と
伴
出
し
た
も
の
と
し
て
注
目
す
べ
き
も
の
に
、
次
の
墨
書
の

あ
る
木
器
片
が
あ
る
。

⑭
　
。
「
脇
坂
中
　
　
　
　
　
　
」

〔此
ヵ
〕

名
協
坂
中
書
様
御
借
□
也
」
　
　

　

　

　

　

（］亭
い▼
トマ
溶
ｏ３

「脇
坂
中
書
」
は
、
賤
ケ
岳
の
七
本
槍
の
一
人
で
秀
吉
恩
顧
の
大
名
と
し
て

知
ら
れ
、
天
正

一
三
年

（
一
五
八
五
）
に
従
五
位
下
中
務
少
輔
に
叙
任

さ
れ

た

脇
坂
安
治

（
一
五
五
四
ｔ
一
一全
一一Ｃ

の
こ
と
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
安
治
は
、

文
禄
元
年

（
一
五
九
一し
、
慶
長
二
年

（
一
五
九
七
）
の
朝
鮮
の
役
に
際
し
て
水
軍

と
し
て
出
動
し
た
は
か
、
関
ケ
原
合
戦
（
一
六
〇
〇
）
直
後
は
西
国
船
出
入
の
抑

え
と
し
て
大
坂
川
口
の
警
衛
を
家
康
か
ら
命
じ
ら
れ
る
な
ど
水
軍
を
統
括
し
た

人
物
で
あ
り
、
当
時
の
水
陸
の
交
通
の
要
衝
で
あ

っ
た
調
査
地

一
帯
と
何
ら
か

の
関
係
を
も

っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
う
。

木
簡
の
整
理
に
つ
い
て
は
主
と
し
て
鳥
居
信
子

（大
阪
市
文
化
財
協
会
）
が
当

た
り
、
釈
文
に
つ
い
て
は
藤
本

篤

・
田
中

豊

（大
阪
市
史
編
纂
所
）、
渡
辺

武



。
内
田
九
州
男

（大
阪
城
天
守
閣
）、
相
蘇

一
弘

（大
阪
市
立
博
物
館
）
各
氏

の
叛

示
を
得
た
。
ま
た
、
大
阪
に
お
け
る
魚
市
場
の
沿
革
に
つ
い
て
は
大
阪
市
水
産

物
卸
協
同
組
合
理
事
酒
井
亮
介
氏
の
教
示
を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

森
　
親

「
″
船
場
″
道
修
町

の
発
掘
調
査
」
３
葦
火
』
五
号
　
側
大
阪
市
文
化

財
協
会
　
一
九
八
六
年
）

（中
尾
芳
治
）

大
阪
。
安
堂
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
大
阪
府
柏
原
市
安
堂
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
五
年
（昭
６０
と

≡
一月
を

一
九
八
六
年
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
柏
原
市
荻
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
竹
下
　
賢

・
桑
野

一
幸

５
　
迫退
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
迫退
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
ｉ
鎌
倉
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

安
堂
遺
跡
は
柏
原
市
の
ほ
ば
中
央
部
、
大
和
川
と
南
河
内
地
域
を
北
流
す
る

石
川
と
の
合
流
点
に
臨
み
、
生
駒
山
系
西
麓
南
端
の
狭
陰
な
谷
口
扇
状
地
上
に

立
地
す
る
。
標
高
約

一
八
ｍ
を

測
り
、
大
和
川
水
面
と
の
間
に

大
き
な
比
高
差
は
な
い
。
今
回

の
調
査
は
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
に

先
立
ち
実
施
し
た
も
の
で
、
発

掘
調
査
面
積
は
約
六
二
〇
ポ
で

あ
る
。

調
査
で
は
秀
生
時
代
の
溝
、

土
羨
、
奈
良
時
代
の
掘
立
柱
建

『
長
岡
京
木
簡

一
』

向
日
市
教
育
委
員
会
発
行

コ
ロ
グ
イ
プ
図
版
　
Ｂ
４
版

解
　
説
　
　
Ａ
５
版
三
二
〇
頁

一
九
八
四
年
刊

頒
　
価
　
　
図
録

・
解
説
共

解
説
の
み

送
　
料
　
　
不
要

∧
申
込
先
Ｖ
　
　
真
　
陽
　
社

５‐
枚

一
五
〇
〇
〇
円

四
五
〇
〇
円

(大阪東南部)




